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少 照条件下 での登熟良化 に関す る試験

― 穂揃期追肥の効果について一
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:ま え が き

穂揃期追肥の効果は,既に多くの試験うで認められてい

るが,追肥量が多過ぎると登熟の停滞などが起ることが報

告2)さ れている。ここでは,穂揃期追月巴の少照条件下にお

ける登熟良化に対する効果と,穂いもち病発生への影響を

検討した。

2試 験 方 法

昭和52年 : 初年目は,いもち病の影響を少なくし,穂

揃期追1巴の効果を明らかにするため, トョニシキを用い,

稚苗を5月 9日 に移植 し,水管理 (常時湛水,間断灌漑+
中干し)や堆肥施用 (3t/10a)の 有無 を組み合せて栽
培 した。基肥量は,10a当 り成分で,窒素 8,燐酸16,加

里12り ,追肥は窒素で10a当 り2切 を,滅数分裂期 (7月
2,日 )ま たは穂揃期 (8月 15日 )に施した。少照条件は,

出穂期 (8月 8日 )か ら寒冷紗で約20%遮光 した。

昭和53年 : 穂いもち病についても調査するため,ササ
ニッキを用い,5月 8日 に稚蘭を日植 した。基肥窒素量は

10a当 り成分で7,9り の2段階,堆肥の有無(前年通り),

遮光 (穂揃期 8月 4日 より前年通 り)な どの条件下で,穂

揃前に前年と同様に追llEした。

3 試験結果および考察

昭和52年

表 1に無遮光,遮光別に追肥の効果を示 した。無遮光区

の収量は,減分>穂揃>無追肥で,減数分裂期追肥の効果
が最も高い。これに対 し,遮光区は,穂揃>減分>無追肥

表 1 減数分裂期または穂揃期追肥の遮光 ,無遮光別
収量 ,穂数,籾数 (昭 52)

の順となり,穂揃期追肥効果が最も高かった。単純に見れ

ば,登熟期の日射が多い時は減分期追肥が,日 射の少ない

時は穂揃期追肥が良いことになる。しかし,こ こでは登熟

良化への追肥効果を見ようとしているのであり,減数分裂

期追肥では籾数も増加するので,こ れが収量増へ働いたと

も考えられるし,無遮光の穂揃期追肥区の籾数が,均―な

生育なら同じはずの無追肥区より若干多いなどの区間差も

あるので,こ の点を図 1で検討した。一般に,ノ当りの籾

数が多くなれば ,登熟歩合は低下するが,追肥によりこの

低 下が小さくなれば,登熟を良化 したといえる。まず,無

遮光区では,無追肥区に比 し穂揃期追肥区は,籾数がほぼ

同じなら登熟歩合が高く,籾数が多いIFJ合でもあまり登熱

歩合が低下しないなど,いずれも登熟が良化 していると認

められた。また,減数分裂期の追肥でも,籾数増の効果の

他に,登熟良化も若干認められる。これに対 し,遮光区で

は,穂揃期追肥の効果は,無遮光区同様に認められるが ,

減数分裂期追肥では,籾数増による登熟歩合の低下が無遮

光区より著 しく大きく,登熟良化の効果は認められなかっ

た。遮光区で減数分裂期追IIEの登熟良化が認められないの

は,少照条件では,籾数増による登熟歩合の低下が大きく,

稲体窒素濃度向上による光合成の増加分が無遮光ほどには

登熟歩合の向_Lと はならなかったためと考えられる。これ

らのことから,登熟良化のみを考える場合は,穂揃期追肥
の方が籾数変動を伴わず,安定 しているといえる。
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図 : 各処理区の籾数と登熟歩合の関係 (昭52)

昭和53年

穂揃期追肥の収量への影響は,表 2に示すように,前年

同様 ,追肥によりおおむね増収 し,日射量 ,基肥量 ,堆肥
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施用の有無などをこみにした全区の平均では,対無追肥 43

%の増収となった。なお,多肥区よりは,標肥区の増収率

が若千高い傾向があった。この増収は,表 2にみられるよ

うに,玄米千粒薫もわずかに重くはなっているが,登熟歩

合の向上によるところが大きい。すなわち,図 2に示すよ

うに,登熟歩合と粗玄米千粒重の積である粗籾千粒重は ,

穂揃後 1週間日頃より,明 らかに追肥区の方が重く,登熟

の初期から追肥区の登熟が優ることが認められた。この傾

向は,遮光,無遮光共に同じであるが,そ の差は,多肥区

より標1巴区で大きくなった。なお,遮光の影響は,籾数の

多い多肥EXIが 大きく,無遮光との粗籾千粒重の差は標肥区

に明らかに大きくなった。図3に は,無遮光区と遮光区そ

れぞれについて,籾数と登熟歩合の回帰直線を破線で示し

たが,こ の関係をみても,追肥区が主に回帰直線の上部に

分布し,無追肥にくらべて全般に登熟歩合の高いことや ,

遮光区の登熟水準が低いことなど,前年同様の傾向が認め

られた。次に,穂揃期追肥により,稲体窒素濃度が高まり

表 2 穂揃期追肥の収量,玄米千粒重,穂いもち
発生程度へ及ぼす影響 (昭 53)

穂いもち(%):首および枝梗%以上罹病穂の合計
発病穂率。
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図 2 基肥の多少,遮光,穂揃期追肥の有無
による粗練千粒重推移の差異 (昭53)
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図3 籾数と登熱歩合の関係に及ぼす穂揃rJl
追1巴,遮光処理の影響 (昭53)

穂いもち病を多発させるのではないかとの問題があったが ,

表 2に示すように,いもち病に弱いササユシキでも,追肥

区が特に穂いもち病が多いという傾向はなかった。これは

一般に,窒素濃度が高ければ,い もち病には弱くなるが ,

本試験の追肥量は,10a当 り窒素で2りであり,利用率は40

%以下1)と 考えられるので ,稲体窒素濃度が追1巴により,

いもち病に影響するほどは上らないためと考えられる。

穂揃期追肥は,日 射の多少にかかわらず,主 として登熟

歩合の向上により登熟を良化し,収量を向上させるが,多

肥条件では,その効果は小さくなる。施用量は,既往の試

験1)か ら,10a当 り窒素で1回 につき2り が限度で,それ

以上は,一時的登熟阻害があり好ましくない。なお,穂い

もち病については,本試験の結果からは,追肥により特に

発生が助長される傾向はなかったが,通常の防除体系から

みても,穂揃期の防除は行 った方が良いであろう。
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